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（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
の
資
格
を
取
得
し
て
、
同
日
ま
で
引
き

続
き
当
該
加
入
者
の
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
は
、

同
日
以
降
引
き
続
き
同
日
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
学
校
法
人
等
（
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
十
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
学
校
法
人
等
を
い
う
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
使
用
さ
れ
て
い
る
間
は
、
適
用
し
な
い
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
四
項
及
び
第
八
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
」
を「
第
二
十
六
条
」

に
、「
権
限
（
」
を
「
権
限
並
び
に
法
第
四
条
第
七
項
（
法
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項

に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
（
い
ず
れ
も
一
の
地
方
運
輸
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お

い
て
実
施
さ
れ
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
係
る
も
の
に
限
り
、
貨
物
軌
道
事
業
に
係
る
も
の
及
び
」に
、「
は
、

特
定
流
通
業
務
施
設
の
所
在
地
」
を「（
当
該
区
域
内
の
み
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
係

る
も
の
に
限
る
。）は
、
当
該
区
域
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を「
第
四
項
及
び
第
八
項
」

に
、「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
権
限
（
」
を
「
権
限
並
び
に
法
第
四
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
国
土

交
通
大
臣
の
権
限
（
い
ず
れ
も
一
の
地
方
整
備
局
又
は
北
海
道
開
発
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る

流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
係
る
も
の
の
う
ち
」
に
、「
第
四
条
第
六
項
及
び
第
七
項
」
を
「
第
四
条
第
九
項
及
び

第
十
項
」
に
改
め
、「
並
び
に
第
六
条
第
二
項
」
を
削
り
、「
は
、
特
定
流
通
業
務
施
設
の
所
在
地
」
を「（
当
該
区
域
内

の
み
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
当
該
区
域
」
に
改
め
、
同
条

第
三
項
中
「
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
四
項
及
び
第
八
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
中

小
企
業
共
同
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
」
を
「
一
の
経
済
産
業
局
の
管
轄
区
域
内
の
み
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
流

第
三
条

当
分
の
間
、
特
定
学
校
法
人
等
（
学
校
法
人
等
で
あ
っ
て
、
当
該
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働

者
（
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る

通
常
の
労
働
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
（
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
当

該
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
の
四
分
の
三
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
そ

の
一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
が
当
該
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
の
四

分
の
三
以
上
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
（
同
条
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

を
い
う
。）の
総
数
が
常
時
五
百
人
を
超
え
る
も
の
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）以
外
の
学
校
法
人
等
に
使
用
さ

れ
る
者
で
当
該
学
校
法
人
等
か
ら
報
酬
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
当
該
学
校
法

人
等
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
週
間
の
所
定
労
働
時
間
の
四
分
の
三
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
又
は
そ

の
一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
が
当
該
学
校
法
人
等
に
使
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
の
一
月
間
の
所
定
労
働
日
数
の
四

分
の
三
未
満
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
十
四
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
と
し
な
い
。

２

特
定
学
校
法
人
等
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
学
校
法
人
等
の
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
に
対
す
る
前
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
学
校
法
人
等
が
引
き
続
き
特
定
学
校
法
人
等
で
あ
る
も
の
と
み
な
す
。た
だ
し
、

当
該
学
校
法
人
等
が
、
そ
の
使
用
す
る
者
の
う
ち
私
立
学
校
教
職
員
共
済
制
度
の
加
入
者
で
あ
る
も
の
の
四
分
の
三

以
上
の
同
意
を
得
て
、
日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
に
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
旨
の
申
出
を
し
た
場

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

文
部
科
学
大
臣

松
野

博
一

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
二
百
九
十
五
号

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政

令

内
閣
は
、
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法

律
第
三
十
六
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
八

年
十
月
一
日
と
す
る
。

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

山
本

有
二

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整

備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
八
年
九
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
二
百
九
十
六
号

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法

律
第
三
十
六
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年

法
律
第
八
十
五
号
）
第
四
条
第
三
項
第
一
号
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十
八
条
及
び
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

流
通
業
務
の
総
合
化
及
び
効
率
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
二
百
九
十
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
十
一
号
ホ
」
を
「
第
二
条
第
十
六
号
ホ
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第

十
一
号
チ
」
を
「
第
二
条
第
十
六
号
チ
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
第
四
条
第
三
項
第
三
号
」
を
「
第
四
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
他
の
事
業
者

と
の
連
携
又
は
事
業
の
共
同
化
に
よ
り
」
を
削
り
、「
中
小
企
業
共
同
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
」
を
「
中
小
企
業

流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
第
九
条
第
三
項
」
を
「
第
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
二
項
中
「
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
四
項
及
び
第
八
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
」
を「
第
二
十
六
条
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
同
条
第
三
項
第
三
号
中
「
中
小
企
業
共
同
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
」
を
「
中
小
企

業
流
通
業
務
総
合
効
率
化
事
業
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
第
三
項
（
」
を
「
第
四
項
（
」
に
、「
第
二
十
一
条
」
を
「
第
二
十
六
条
」
に
、「
中
小
企
業
共
同
流
通

業
務
総
合
効
率
化
事
業
」
を
「
一
の
都
道
府
県
の
区
域
内
の
み
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
中
小
企
業
流
通
業
務
総
合
効

率
化
事
業
」
に
、「
特
定
流
通
業
務
施
設
の
所
在
地
」
を
「
当
該
区
域
」
に
改
め
る
。
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